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『バイト』を製作

地域の伝統行事を残す
　　　　　　　　　　　　　一1月14日大白倉一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　いちょう
　毎年、小正月の行事として、大白倉地域では、銀杏の会（中

村強会長）が主体となって、円すい型の竪穴式住居に似たバ

イトと呼ばれるものを作ります。このバイトは、直径8m、

高さ10m、50人ほどを収容できる大きなものです。
　今回の製作に当たっては、去年組織されたYA　R　O　UKAI

（やろう会一地域青年団連合会・小林正夫会長・11団体・
250人で構成）も製作に参加し、行事を盛り上げました．

　（関連記事を8～9ぺ一ジにカメラルポで掲載しました）

圃休日救急医
2月11日庭野医院（寿町）費52－2711

16日中条病院（中条）雪57－3018

23日山口医院（下条）實55－2003

3月1日富田医院（神明町）雪52－3269

8日第二藤巻医院（上野）麿68－2018



白倉地区簡易水道施設

　
一
驚
墜
牽
鍛
．
第
｝
麟
町
議
会
臨

麟
姿
讃
闇
難
薦
ま
難
庵
。
套
期
ぽ
心

磯
闘
縫
ず
。

　
県
欝
濃
蒙
館
管
理
維
合
癒
置
㎜
都

欝
務
維
脊
規
約
の
変
翼
鐙
難
凄
．
皿

般
套
謎
。
簡
易
水
道
事
業
特
別
禽
謙

繭
補
正
蚤
算
瀞
原
案
謬
お
嬢
驚
決
き

趨
謙
難
羅
。

　
補
濫
離
算
の
内
容
は
、
糖
讃
舞
慈

葭
癒
耀
鷹
簡
易
水
道
施
設
移
設
鑑
事

醸
関
連
讃
葛
も
の
矯
露
。

薗
【
「
レ
　
　
ー

、　卍』 貸与制度の一
度の願書締

3月25日

　ゐ協‘｛ρ

　∀

◎

多マ

奨学金貸与制度を希望する方を次の要領で募集
します。

【貸与を受けることができる方は】

①町に本籍があって、町に1年以上居住している方。
②経済的の理由で修学が困難な場合であって、学業成績が優秀と認められる方。

【奨学金の月額は】

①高等学校　　7，
③専修学校　15， OOO円

OOO円
②高等専門学校　13，
④大　　　学　20， OOO円

OOO円
【貸与期間は】

　奨学金を貸与する期間は、貸与決定の月から奨学生が在学する学校の最短修学年
限の終期までです。

【奨学金の返済は1
①奨学金には、利息がっきません。
②据置期間1年ののち、5年以内に年賦又は、半年賦の方法で返済します。
③奨学生がさらに上級の学校に進学したときや、卒業後川西町に引き続いて3年以
　上在住している場合は、奨学金の返済を猶予（免除）する制度があります。

【出願期限は】

　奨学金の貸与を希望される方は、3月25（水）までに教育委員会へ申し込み
をしてください。

　（申し込みに必要な用紙は、教育委員会に備えてあります）

※注　意
◎申し込みに必要な関係書類をそろえるために、ある程度の期間がかかりますので、

　手続きはお早めに。
◎申し込みにあたっては、具体的の状況をお聞きいたしますので、保護者の方がお

　いでください。

問い合わせは教育委員会費68－2167　　有線2159
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　2月17日（月）～3月16日（月）

　
所
得
税
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
六
日
で
す
。
し

か
し
、
期
限
間
近
に
な
る
と
会
場
が
込
み
合
い
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か

っ
た
り
、
長
時
間
待
た
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済
ま
せ
く

だ
さ
い
。確

定
申
告
が
必
要
な
方

　
次
の
よ
う
な
方
は
、
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
　
事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産

収
入
、
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る
方
で
、

平
成
三
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

と
き
。

ニ
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
次
の
よ
う
な

方

①
　
給
与
の
年
収
が
千
五
百
万
円
を

超
え
る
場
合

②
給
与
や
退
職
金
以
外
の
所
得
が

二
十
万
円
を
超
え
る
場
合

③
ニ
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
場
合
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
分
と
ほ
か
の
所
得
が
二

十
万
円
を
超
え
る
場
合
．

正
し
い
確
定
申
告
を

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ

た
申
告
を
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税

金
を
納
め
る
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
。
不
足
税
額
の
一
五
％

又
は
一
〇
％
の
加
算
税
が
課
さ
れ
た

う
え
、
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

消
費
税
の
確
定
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　
個
人
事
業
者
の
方
の
消
費
税
の
確

定
申
告
は
、
一
月
一
日
か
ら
四
月
一

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税

の
課
税
事
業
者
に
該
当
す
る
方
は
、

で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い
。

住
民
税
㈱
の
申
告
を

　
こ
の
申
告
は
、
住
民
税
な
ど
を
計
算
す
る
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
証
明

資
料
に
用
い
ら
れ
る
重
要
な
も
の
で
す
。

　
書
き
方
は
、
お
配
り
し
た
一
申
告
書
の
手
引
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
正
確

に
記
入
し
、
三
月
十
六
日
ま
で
に
役
場
税
務
課
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

　
こ
と
し
一
月
一
日
現
在
町
に
住
ん

で
い
た
方
で
、
去
年
中
に
収
入
の
あ

っ
た
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方

や
、
去
年
中
の
収
入
が
給
与
、
年
金
、

賃
金
だ
け
で
、
そ
の
支
払
報
告
書
の

提
出
が
あ
っ
た
方
は
、
申
告
の
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。

農
業
所
得
は
役
場
で
計
算
し
ま
す

農
業
所
得
は
、
去
年
秋
に
出
し
て

い
た
だ
い
た
「
農
業
所
得
報
告
書
」

に
基
づ
い
て
役
場
で
計
算
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
で
農
業
所

得
の
あ
る
方
は
、
税
務
課
に
所
得
額

を
照
会
し
て
か
ら
申
告
書
を
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
勤
め
人
で
農
業
所
得
が
二

十
万
円
を
超
え
る
方
は
、
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

税の申告相談（3．2．26）1

住民税申告相談日程

期　　　間 時　　間 会　　　場

2月17日（月）

　　～

3月16日（月）

午前9時

　～

午後4時

活性化センター
四階第1研修室

a68－3111
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ρ

瀞

平
成
五
年
度
に
新
清
掃
工
場
が
誕
生

遜

新しいごみ焼却場完成予想図

　
牽
臼
町
市
州
西
町
衛
生
施
設
親
合
総
詳
溺
を
進
め
鷲
雛
た
鐙

み
焼
却
場
の
建
設
が
、
團
の
補
助
金
の
内
示
を
受
け
．
十
混
月

四
臼
の
組
合
議
会
で
議
決
誉
れ
．
験
よ
嚇
よ
着
玉
さ
れ
る
鑑
遷

総
な
鰻
ま
し
た
。

　
新
焼
却
場
は
．
総
正
事
費
羅
十
六
億
五
、
六
五
〇
万
円
．
平

成
五
年
度
ま
で
の
叢
年
聞
を
か
け
て
建
設
さ
れ
蒙
ず
。
こ
れ
ま

で
の
焼
却
場
の
イ
メ
ー
聲
を
大
き
く
変
え
、
美
観
に
も
十
分
配

慮
し
た
建
物
は
．
最
新
の
公
害
防
止
設
備
を
備
え
た
近
代
的
施

設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
鰻
ま
す
。

　
　
こ
の
建
設
工
事
儒
伴
い
、
第
｝
焼
却
場
を
撤
去
す
る
た
め
．

ご
み
持
ち
込
み
や
収
集
が
制
限
さ
れ
ま
す
の
で
．
町
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
じ
ま
す
。

施
設
の
老
朽
化
と

修
理
費
の
増
加
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
耐
え
ら
れ
ず

　
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
る

年
間
三
、
六
〇
〇
ト
ン
（
十
日
町
市

を
合
わ
せ
る
と
、
約
九
千
ト
ン
）
も

の
ご
み
は
、
現
在
二
つ
の
焼
却
場
を

フ
ル
稼
動
さ
せ
て
処
理
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
第
一
焼
却
場
は
昭
和
四
十

二
年
に
建
設
、
二
十
三
年
が
経
過
。

第
二
焼
却
場
も
四
十
九
年
に
完
成
、

十
六
年
が
経
過
し
、
両
施
設
と
も
老

朽
化
が
進
み
、
ご
み
の
高
質
化
や
増

加
に
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
毎
年
、
こ
の
施
設
に
お
よ
そ
四
千

万
円
ほ
ど
の
修
理
費
を
か
け
て
い
る

も
の
の
、
機
能
回
復
と
ま
で
は
い
か

ず
、
現
状
を
維
持
す
る
の
が
精
一
杯

で
す
。
人
間
の
年
齢
に
換
算
す
る
と

百
歳
を
超
え
た
施
設
で
あ
る
と
も
言

④

◆建設費　36億5，650万円　請負業者　日本鋼管株式会社

◆工　期　平成3年12月4日～平成5年9月30日

◆施設■炉形式准連続式焼却炉（8：00～24：00の16時間運転）

　　　　　■能　力　90t／16hr（45t／16hr×2炉）

　　　　　■構造鉄筋コンクリートおよび鉄骨ALC

　　　　　■除じん方式機械集じん方式

　　　　　■有毒ガス除去装置　乾式（消石灰吹き込み方式）

　　　　　■水処理　クローズシステム（無放流）

　　　　　■煙突高　59m

わ
れ
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
公
害
防
止
に
つ
い
て
も
、

新
し
い
基
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ば
い
じ
ん

濃
度
も
法
基
準
に
適
合
さ
せ
る
こ
と

が
難
し
い
状
況
と
な
り
、
公
害
防
止

設
備
面
の
充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
第
一
焼
却
場
は
、
機
能
低
下
の

ほ
か
に
良
好
な
作
業
環
境
の
確
保
に

も
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
機
能
の
低
下
や
修
理

費
も
年
々
増
加
す
る
一
方
で
、
い
ろ

い
ろ
な
問
題
点
を
解
決
す
る
に
も
、

4．2．10



設
備
の
部
分
的
な
見
直
し
だ
け
で
は

困
難
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
新
し
く
近
代
的
な
公
害

防
止
設
備
を
備
え
た
処
理
施
設
の
整

備
が
早
急
に
必
要
と
な
り
、
国
へ
の

働
き
か
け
が
実
現
し
、
近
代
的
清
掃

工
場
建
設
へ
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

美
観
に
も
配
慮
し
た

公
害
防
止
の
近
代
的

　
　
　
　
　
清
掃
工
場
に

霊
な
施
設
の
概
要

　
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

鉄
骨
A
L
C
構
造
で
、
高
さ
五
十
九

層
の
煙
突
を
備
え
、
こ
れ
ま
で
の
焼

却
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
、
近
代

的
な
公
害
防
止
の
清
掃
工
場
で
す
。

一
日
十
六
時
間
運
転
で
き
る
准
連
続

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
る

燃
え
る
ご
み

式
焼
却
炉
を
二
基
備
え
、
一
日
当
た

り
九
十
、
ン
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
在
の
焼
却
炉
よ
り
運
転
時

間
が
二
倍
に
増
え
、
処
理
能
力
も
大

幅
に
機
能
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
機
能
集
じ
ん
方
式
、
有
害

ガ
ス
除
去
装
置
、
ク
ロ
ー
ズ
シ
ス
テ

ム
な
ど
最
新
の
公
害
防
止
装
置
を
備

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
美
観
を
配

慮
し
た
施
設
は
、
機
械
化
、
自
動
化

を
図
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用

し
た
集
中
管
理
方
式
を
取
り
入
れ
、

必
要
最
少
人
員
で
運
転
管
理
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
清
掃
工
場
と
な
り
ま

す
．　

新
焼
却
場
は
、
現
在
の
第
一
焼
却

場
を
取
り
壊
し
た
跡
地
に
建
設
さ
れ
、

完
成
す
る
と
、
第
二
焼
却
場
は
取
り

壊
さ
れ
ま
す
。

〈
余
熱
利
用
は
〉

　
焼
却
場
で
発
生
す
る
余
熱
を
利
用

し
て
、
場
内
の
給
湯
、
冷
暖
房
や
構

内
の
融
雪
に
利
用
し
ま
す
。
ま
た
、

温
水
を
場
外
に
い
つ
で
も
供
給
で
き

る
よ
う
に
、
取
り
出
せ
る
準
備
も
し

て
あ
り
ま
す
．

環
境
叡
の
影
響
は

　
新
焼
却
場
は
、
大
気
汚
染
・
騒
音
・

振
動
・
悪
臭
な
ど
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
、
環
境
保
全
対
策
に
十
分
配
慮

が
さ
れ
た
施
設
で
す
。

〈
大
気
汚
染
は
〉

　
大
気
汚
染
の
原
因
と
な
る
ば
い
じ

ん
、
塩
化
水
素
、
窯
素
酸
化
物
な
ど

の
濃
度
が
、
環
境
保
全
目
標
を
大
幅

に
下
回
る
よ
う
設
定
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
施
設
の
平
均
値
と
新

焼
却
場
の
最
大
時
が
ほ
ぽ
同
程
度
、

あ
る
い
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
た
め
、

周
辺
に
与
え
る
影
響
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
煙
突
か
ら
の

煙
も
黒
煙
が
発
生
す
る
こ
と
も
な
く

な
り
、
煙
の
量
も
少
な
く
な
り
、
環

境
美
化
へ
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
〈
悪
臭
は
〉

　
新
焼
却
場
の
設
備
は
、
全
て
建
物

の
中
に
収
容
さ
れ
、
悪
臭
発
生
部
が

直
接
外
気
に
触
れ
る
こ
と
は
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
焼
却
施
設
に
持
ち

込
ま
れ
る
ゴ
ミ
は
、
建
物
内
の
ピ
ッ

ト
に
貯
蓄
さ
れ
、
ピ
ッ
ト
か
ら
発
生

す
る
臭
気
は
、
燃
焼
用
空
気
と
し
て

焼
却
炉
内
に
送
り
込
ま
れ
ま
す
。
排

気
ガ
ス
中
の
悪
臭
は
、
高
温
燃
焼
に

よ
り
分
解
さ
れ
る
た
め
、
臭
気
が
屋

外
に
漏
れ
な
い
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。〈

排
水
は
〉

　
焼
却
場
か
ら
の
排
水
は
、
ク
ロ
ー

ズ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
施
設
内
で
再
処

理
さ
れ
、
ま
た
、
ご
み
ピ
ッ
ト
汚
水

は
炉
内
噴
霧
処
理
さ
れ
る
た
め
無
放

流
と
な
り
、
河
川
な
ど
へ
の
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
〈
騒
音
・
振
動
は
〉

　
前
設
備
は
建
物
の
中
に
収
容
し
、

騒
音
・
振
動
を
引
き
起
こ
す
も
の
に

は
、
防
音
・
防
振
対
策
（
消
音
器
・

防
音
壁
・
密
閉
化
・
除
振
台
）
を
設

置
す
る
た
め
、
付
近
へ
の
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
．

癒犬型の燃えるごみは
　　　　　　　持ち込めません。

糞事業系のこ“み‘ま

　　　　　　　　　　薯門業者に。

■十艮町市川西町衛生施設組含容52－39餌

　新焼却場の建設に伴い、廃材や大型のごみを

処理していた第1焼却場が使えなくな1）ました。

廃材や大型ごみ、事業系のごみは民間の処理業

者で処分してください。また、平成5年度の完

成まで第2焼却炉だけとな1）、時間延長をしな

がら大量のごみを処理いたします。ごみの減量

化と自家処理に心掛けてください。特に新焼却

場完成まではご協力をお願いします。

次のことを守りましょう

◆段ボールや紙類はまとめて廃品回収に出して

　資源化してください。

◆魚箱や発泡スチロール、ナイロン類、建築廃

　材、木片類はまとめて民間焼却場で処分して

　ください。

◆食品廃物や弱電用廃部品、線類は産業廃棄物

　処理場で処理してください。

　〔民間処理業者〕

》高木沢焼却センター

　（十日町市山谷盈52－5170）

，〉中越地区産業廃棄物広域処理場

　（長岡市北町智0258－28－1510）

持参込みのできないもの・収集しないもの

一　1。

I
l
l

o　　　　　　　　o■■，

ロ■■9　　　　　　　　■■驕P

ト
、
、
　
　
　
、
　
／
二

o
　 ロ■D　　　　　　　　　　q■9

1－　　　　o

6■9

o■　　　　　　　■ロ

大きな
ダンボール

ー斗缶くらい

木の枝

木片類

一斗缶くらい
に小さくして
出してください

ク
絹

、
勿
7

　
　
　
〆

　
％

類具家
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加調

「住宅設計コンペ」から

　
去
年
九
月
か
ら
募
集
を
し
て
い
た

「
住
宅
設
計
コ
ン
ペ
（
競
技
会
）
」

に
、
二
十
四
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。　

こ
の
競
技
会
は
、
克
雪
タ
ウ
ン
計

画
促
進
事
業
の
中
心
的
な
事
業
で
、

地
域
に
お
け
る
雪
に
ま
け
な
い
住
ま

い
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
最
近
で
は
、
克
雪
住
宅
と
い
わ
れ

る
住
宅
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
融
雪
機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
の
発

優
秀
賞
に
決
ま
っ
た
梧
沢
さ
ん
の
作
品

生
、
落
雪
し
た
雪
の
二
次
処
理
な
ど
、

地
域
に
適
し
た
快
適
な
住
ま
い
と
な

る
と
、
な
か
な
か
少
な
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
雪
や
冬
に
重
点
を
置
き
す

ぎ
て
、
雪
の
な
い
季
節
で
は
不
都
合

が
生
じ
た
り
、
う
る
お
い
や
安
ら
ぎ

に
欠
け
る
住
ま
い
に
な
っ
た
り
し
た

り
し
て
、
必
ず
し
も
満
足
で
き
る
住

宅
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
．

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
住

宅
設
計
コ
ン
ペ
」
で
は
、
雪
に
ま
け

な
い
住
ま
い
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
四
季
折
々
豊
か
な
自
然
と
親

し
む
こ
と
の
で
き
る
住
ま
い
、
お
年

寄
り
を
含
め
家
族
が
の
び
の
び
と
暮

ら
せ
る
住
ま
い
な
ど
、
地
域
の
モ
デ

ル
住
宅
と
な
る
よ
う
な
作
品
を
募
集

し
た
も
の
で
す
．

〔
優
秀
賞
の
設
計
要
旨
〕

　
こ
の
中
魚
沼
地
方
に
は
、
ま
だ
ま

だ
多
く
の
自
然
、
緑
が
残
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
住
宅
環
境
に
お
い
て
は
、

し
だ
い
に
自
然
が
失
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
冬
期
間
に
お
け
る
雪
処
理

の
問
題
な
ど
に
よ
り
、
住
宅
の
基
礎

が
高
く
な
る
高
床
式
住
宅
が
増
え
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

　
居
間
か
ら
直
接
庭
に
飛
び
出
し
て

い
け
る
、
手
の
届
く
所
に
緑
が
あ
る
、

そ
ん
な
新
築
住
宅
が
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
な
く
な
っ
た
．

　
一
月
二
十
三
日
、
活
性
化
セ
ン
タ

ー
で
こ
の
審
査
会
（
岩
瀬
昭
雄
委
員

長
〈
新
潟
大
学
工
学
部
建
築
学
科
教

授
〉
・
委
員
五
人
）
が
開
か
れ
、
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

優
秀
賞
　
橘
沢
忍
（
十
日
町
市
）

佳
作
藤
田
求
（
中
里
村
）
、
遠

　
　
　
　
田
登
（
中
里
村
）
、
南
雲

　
　
　
　
英
秋
（
上
越
市
）

審
査
委
員
特
別
賞
　
押
木
昇
（
川
西

　
　
　
　
　
　
　
　
町
栄
町
）

特
別
参
加
賞
　
清
水
千
春
（
同
下
平

　
　
　
　
　
　
新
田
）

　
優
秀
賞
一
点
、
佳
作
三
点
、
審
査

委
員
特
別
賞
一
点
、
特
別
参
加
賞
一

点
の
作
品
は
、
今
後
、
住
民
の
み
な

さ
ん
や
多
く
の
人
か
ら
見
て
い
た
だ

き
、
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
づ
く
り
の

参
考
と
さ
れ
ま
す
。

　
四
季
を
通
じ
土
に
接
し
、
緑
を
親

し
み
、
光
を
感
ず
る
、
冬
の
日
だ
ま

り
の
な
か
、
雪
景
色
を
バ
ッ
ク
に
緑

を
楽
し
む
、
そ
ん
な
生
活
が
で
き
る

家
。
そ
れ
が
ほ
ん
と
う
の
わ
が
ま
ま

住
宅
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
O
　
　
O

　
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
O
　
　
．
．
．
、
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一
月
二
十
日
は
大
寒
。
そ
れ
か
ら

二
月
上
旬
ま
で
が
、
一
年
で
一
番
寒

い
時
期
で
す
。
そ
し
て
、
降
雪
量
も

多
い
と
き
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
九
年
、
六
十
三
年
、
六

十
四
年
・
平
成
元
年
、
二
年
と
、
去

（単位：cm）

300

年
、
こ
と
し
の
積
雪
観
測
の
記
録
を

比
べ
て
み
ま
し
た
。

　
古
家
雪
地
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
の
地

方
、
暖
冬
小
雪
を
望
む
声
が
多
く
聞

か
れ
て
い
る
中
で
、
さ
て
、
こ
と
し

の
雪
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

〈
測
定
地
ー
川
西
ダ
ム
〉
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昭59醗翻昭63懸警睡劃平2醐平3皿皿平4

　
暦
の
上
で
は
、
も
う
春
が
き
て
い

ま
す
。

新
潟
地
方
気
象
台
発
表

北
陸
地
方

　
　
　
3
か
月
予
報

◆
お
お
よ
そ
の
イ
メ
ー
ジ
◆

4月3月2月
9

一 ●

o 1
●

9 o
○

！ じ

o ■

町

o ●

，
，

e ●

●●●

寒暖の変動大きい←一暖かい日が多い一→
　　　　冬
　　　　型

　　　　時
　　　　強
　　　　ま
　　　　る

●　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●一●

鶴吉地内から東側を臨む（1．15）

　　　●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●一

　
　
⑨

に
驚

町
つ

　
　
ぴ

　
　
　
3

《
衆

し
．
傷

曵
冤

　
こ
の
た
び
、
町
に
洋
画
家
岡
新
市

さ
ん
（
三
条
市
出
身
・
所
沢
市
在
住
）

か
ら
絵
画
二
点
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
絵
は
、
　
「
早

春
の
越
後
三
山
」
と
画
題
の
つ
い
た

油
絵
（
四
五
号
変
形
）
と
、
パ
ス
テ

ル
画
「
あ
ん
ず
の
里
」
と
画
題
が
つ

い
て
い
る
も
の
で
す
。

　
岡
さ
ん
は
、
一
昨
年
も
絵
画
一
点

（
「
冬
の
八
海
山
」
・
八
十
号
）
を

寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
町
の
文
化
発
展

に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
早
春
の
越
後
三
山
」
は
町
長
室

に
、
　
「
あ
ん
ず
の
里
」
は
議
長
室
に

飾
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

薯

霧
萎

縣

嚢

寄
贈
い
た
だ
い
た
絵
画

　
　
　
上
ー
「
早
春
の
越
後
三
山
」

　
　
　
下
ー
「
あ
ん
ず
の
里
」

黙解藍獅瞬圃i
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　　　難　　　　　　撒
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購
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▲田んぼの中に直径8m
　の円の下地を記します

灘

　　　　　ま
雛轟霞馨．、．・欝’灘

　繍　　　欝雛滞雄　難麟鑛　　　灘難欝　　　　灘灘

▲水がしょまないように、2トンダ
　ンプで八台ほど雪を運びました

彗

亀
カメラ

　ルポ

　
一
月
十
四
日
．
大
白
倉
地
域
で
は
パ
ィ
ト
』
を
製
作
し
、
地
域

の
小
正
月
伝
統
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。
　
h
、
バ
イ
ト
』
は
五
年
前
に

復
活
し
．
今
回
で
五
回
目
。
直
径
八
メ
ー
ト
ル
，
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
￥

中
に
五
十
人
ほ
ど
を
収
容
で
き
る
竪
穴
式
住
居
に
似
て
い
ま
す
。

　
こ
の
骨
と
な
る
木
は
ケ
ヤ
キ
と
決
ま
っ
て
お
り
、
伐
採
に
当
た
っ

て
は
、
木
の
芯
を
切
ら
な
け
れ
ば
、
ど
こ
の
だ
れ
の
も
の
で
も
了
解

な
し
に
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
も
．
直
径
十
～
二
十
セ
ン
チ

の
ケ
ヤ
キ
￥
五
十
～
六
十
本
が
切
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
使
っ
た
ワ
ラ

も
二
百
束
以
上
（
［
束
十
わ
）
￥
　
一
日
が
か
り
で
り
っ
ぱ
な
「
、
バ
イ

ト
」
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
バ
イ
ト
F
は
￥
例
年
で
あ
る
と
、
周
り
に
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
雪
の
壁
を
作
り
ま
す
。
で
も
￥
こ
と
し
は
雪
の
量
が
少
な
＜
、

地
面
か
ら
じ
か
に
ケ
ヤ
キ
を
建
て
ま
し
た
。

　
初
め
て
こ
の
行
事
に
参
加
し
た
人
や
訪
れ
た
人
か
ら
は
．
「
へ
エ
ー
」

と
か
、
　
「
た
い
し
た
も
ん
だ
ナ
ー
」
な
ど
と
、
驚
き
や
感
嘆
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
￥
モ
ツ
煮
、
あ
ま
酒
￥
モ
チ
な
ど
三
百

人
分
以
上
が
用
意
さ
れ
，
集
ま
っ
た
人
た
ち
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
な
ど
を
祈
る
と
と
も
に
、
「
バ

ィ
ト
』
を
燃
や
し
、
そ
の
燃
え
方
で
こ
と
し
の
作
を
占
う
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
￥
こ
と
し
は
豊
作
の
燃
え
方
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

▲ケヤキの木1本を建てるのも五～六
　人がかり。とても苦労する作業です

〈
一
本
ま
た
一
本
と
、

》
最
も
大
事
な
四
本
柱
が

　
建
て
ら
れ
ま
し
た

周
り
に
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
き
ま
す

〈
さ
あ
、
い
よ
い
よ
上
に
登
っ
て

　
枝
と
枝
を
結
び
ま
す

轍

騰
・
㌧
⑧4．2．10

難

▼枝と枝を結ぶ作業はとても
熟練を必要とします

，
ー
、
～
議

～
’



　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

》
一
日
が
か
り
で
よ
う
や
く
完
成
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

〈》

　
　
　
　
　
　
　
　
♂
ノ

一
段
ま
た
一
段
と
ト
バ
（
ワ
ラ
を
編
ん
だ
も
の
）
が
巻
か
れ
て
い
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
繊

懸

雛獲撮

澱
㌶

な話に花が咲きました▲いろりを囲み、お酒も入つてロもなめらか。

灘
．
騰
瀞
戴

〆

〈
行
事
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
。
バ
イ
ト
の
燃
え
方
で
、

　
こ
と
し
の
作
柄
を
占
い
ま
す

醗

〈
二
百
束
以
上
の
ワ
ラ
で
編
ん
だ

　
ト
バ
が
巻
か
れ
て
い
き
ま
す

〈
形
を
整
え
な
が
ら
、
次
か
ら

　
次
へ
と
き
れ
い
に
枝
が
結
ば

　
れ
て
い
き
ま
す

§
鷲羅難

締

樹講

　
　
　
　
　
　
馨

〉
ト
バ
を
編
む
の
は
手
な
れ
た

作
業
。
次
々
と
仕
上
が
っ
て

　
い
き
ま
す

4．2．10③



橘
医
療
利
用
組
合
（
最
終
回
）

岩
瀬

金
　
子
　
幸
　
作

橘
病
院
の
父

　
橘
病
院
は
、
町
村
合
併
前
に
歴
史

を
閉
じ
て
橘
村
国
保
の
直
営
診
療
所

と
な
り
、
や
が
て
川
西
町
に
移
管
、

改
築
さ
れ
る
。
新
装
成
っ
て
ス
タ
ー

ト
し
た
橘
診
療
所
を
「
三
十
年
越
し

の
夢
実
る
」
と
題
し
て
、
昭
和
三
十

四
年
八
月
二
十
四
日
の
「
毎
日
新
聞
」

は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
中
魚
川
西
町
国
保
直
営
の
診
療
所

が
、
近
代
的
な
モ
ル
タ
ル
ニ
階
建
に

改
築
さ
れ
、
二
十
一
日
喜
び
の
落
成

式
を
あ
げ
た
。
医
療
に
恵
ま
れ
な
い

山
間
地
の
人
々
に
と
っ
て
は
待
望
久

し
か
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
喜
び
も
ひ

と
し
お
だ
が
、
こ
の
新
築
成
っ
た
診

療
所
を
病
床
の
窓
越
し
に
な
が
め
、

涙
を
流
し
て
喜
ん
で
い
る
八
十
九
歳

の
老
人
が
い
る
．

　
そ
の
人
、
戸
田
貞
次
氏
は
三
十
年

前
に
血
の
出
る
よ
う
な
苦
難
を
乗
り

越
え
て
、
全
国
で
も
初
め
て
の
医
療故戸田貞次さん

利
用
組
合
診
療
所
を
設
立
、
以
来
今

日
あ
る
を
夢
見
て
陰
の
力
を
惜
し
ま

な
か
っ
た
病
院
の
父
で
あ
る
。

　
新
装
成
っ
た
診
療
所
は
延
べ
三
百

四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
診
察
室
、

薬
局
、
事
務
室
の
ほ
か
図
書
室
、
健

康
相
談
室
な
ど
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、

ベ
ッ
ト
数
も
四
十
床
に
倍
加
さ
れ
た
。

　
戸
田
貞
次
の
生
涯

　
達
者
な
こ
ろ
の
戸
田
翁
を
、
野
本

郁
太
郎
氏
が
訪
問
し
た
時
の
記
録
が

「
越
路
新
報
」
に
残
っ
て
い
る
。

　
戸
田
貞
次
は
明
治
四
年
に
仁
田
村

に
生
ま
れ
た
。
慶
応
義
塾
の
和
田
定

一
の
書
生
と
な
っ
て
勉
強
し
た
が
、

こ
の
時
代
に
松
井
楓
風
を
知
っ
て
詩

人
へ
の
夢
が
ふ
く
ら
み
、
山
田
寒
山

に
漢
詩
を
、
和
歌
を
落
合
直
文
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
与
謝
野
鉄
幹
や
下
田

歌
子
は
同
門
の
先
輩
に
当
た
る
。

　
尾
崎
紅
葉
の
門
に
入
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
こ
の
こ
ろ
紅
葉
は
戸
田
か
ら

借
金
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
弱
身

か
ら
、
ど
ん
な
会
合
の
時
で
も
紅
葉

は
戸
田
の
上
座
に
座
ら
な
か
っ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
か
あ
る
。

　
六
十
四
歳
の
と
き
、
京
都
西
ヶ
原

滝
の
川
昌
林
寺
の
鳥
栖
禅
師
（
百
一

歳
で
没
）
に
入
門
し
て
長
寿
の
徳
を

磨
い
た
。
接
す
る
人
た
ち
に
「
人
生

五
十
歳
は
ま
だ
未
開
の
花
で
あ
る
。

人
間
は
百
歳
に
な
っ
て
は
じ
め
て
満

開
す
る
」
と
訓
し
て
き
た
仙
骨
の
詩

人
で
、
八
十
八
歳
の
と
き
に
次
の
漢

詩
を
詠
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
人
生
五
十
半
開
花

　
　
　
　
八
十
年
来
有
生
花

　
　
　
　
無
偽
無
飾
則
明
徳

　
　
　
　
百
年
人
事
須
是
花

　
晩
年
は
北
田
山
麓
に
香
椎
園
を
造

　
　
し
い
た
け

り
、
椎
茸
の
栽
培
と
研
究
に
力
を
注

い
だ
が
九
十
歳
で
死
去
。
雪
台
と
号

し
、
迫
害
に
会
い
な
が
ら
、
野
沢
秀

保
と
と
も
に
橘
診
療
所
の
創
設
に
私

財
の
す
べ
て
を
投
じ
た
人
で
あ
る
。

　
　
　
　
だ
ん
な

　
最
後
の
旦
那
・
野
沢
秀
保

　
野
沢
秀
保
は
明
治
三
十
三
年
に
橘

村
の
名
門
野
沢
家
に
生
ま
れ
た
。
父

は
野
口
に
克
寿
堂
医
院
を
開
い
た
武

三
郎
で
、
秀
保
も
医
者
に
し
て
跡
を

継
が
せ
た
か
っ
た
が
、
秀
保
が
五
歳

の
と
き
軍
医
で
病
没
し
て
そ
の
夢
は

果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
橘
小
学
校
を
終
え
た
秀
保
は
小
千

谷
中
学
に
進
ん
だ
が
、
あ
ま
り
勉
強

を
好
ま
ず
、
授
業
中
柿
の
木
に
登
っ

て
羊
か
ん
を
食
べ
た
り
す
る
生
徒
で

あ
っ
た
と
い
う
。
の
ち
に
秋
田
県
知

事
に
な
っ
た
蓮
池
公
咲
が
教
師
で
、

同
級
生
に
は
日
本
医
師
会
長
を
勤
め

た
武
見
太
郎
ら
が
い
た
。

故野沢秀保さん

　
卒
業
後
は
小
学
教
師
を
経
験
し
、

医
療
組
合
に
力
を
注
ぐ
い
っ
ぽ
う
で

村
長
な
ど
の
要
職
を
歴
人
し
、
六
十

九
歳
で
他
界
。
セ
ツ
未
亡
人
は
、
全

盛
時
の
橘
病
院
を
長
く
支
え
た
柳
誠

院
長
の
実
妹
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
野
沢
家
の
先
祖
が
源
義
経
に
仕
え

た
口
伝
を
知
る
人
は
多
い
が
、
秀
保

は
そ
う
し
た
家
柄
を
誇
示
す
る
よ
う

な
人
で
な
く
、
だ
れ
に
も
気
軽
に
こ

と
ば
を
か
け
、
村
の
衆
か
ら
最
後
の

丹
那
衆
と
慕
わ
れ
た
人
で
あ
っ
た
。

医
療
組
合
に
生
き
た
人

　
神
奈
川
歯
科
大
学
講
師
で
、
横
浜

市
金
沢
区
に
歯
科
医
院
を
開
く
関
口

武
三
郎
医
師
は
、
父
秀
保
の
思
い
出

を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
兄
た
ち
は
コ
ワ
サ
だ
け
が
先
行
し

た
き
び
し
い
父
だ
っ
た
と
い
う
が
、

七
人
き
ょ
う
だ
い
で
五
番
目
の
私
は

か
わ
い
が
ら
れ
て
育
っ
た
。
口
ぐ
せ

に
、
　
「
子
ど
も
の
う
ち
一
人
く
ら
い

は
医
者
に
な
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。
お

前
を
武
三
郎
と
名
付
け
た
の
は
祖
父

の
遺
志
を
継
い
で
医
者
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
か
ら
だ
」
と
聞
か
さ
れ
、

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
そ
の
つ
も
り
で

い
た
の
で
医
者
に
な
っ
た
。

　
父
は
、
自
分
が
医
者
に
な
ら
な
か

っ
た
の
で
村
に
医
院
が
な
く
な
っ
た

と
い
う
、
申
し
わ
け
の
な
さ
や
責
任

感
が
あ
っ
て
、
だ
れ
よ
り
も
橘
村
に

医
者
が
ほ
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ

う
し
た
思
い
が
医
療
組
合
の
設
立
に

向
け
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。

　
数
字
に
強
く
て
、
私
が
高
校
で
習

う
サ
イ
ン
、
コ
サ
イ
ン
な
ど
、
ど
ん

な
難
問
で
も
和
算
で
即
座
に
解
く
父

に
ど
う
し
て
も
か
な
わ
な
か
っ
た
。

そ
の
父
が
、
病
院
経
営
の
歳
入
、
歳

出
は
計
算
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
い

つ
も
金
の
こ
と
で
苦
労
し
、
あ
ら
ゆ

る
責
任
を
と
っ
て
借
り
歩
き
、
そ
の

た
め
に
家
の
財
産
を
ほ
と
ん
ど
無
く

し
た
よ
う
で
あ
る
。
自
分
の
こ
と
よ

り
も
人
の
た
め
、
村
の
た
め
に
働
く

こ
と
が
好
き
な
父
で
あ
っ
た
。

※
ご
愛
読
を
謝
し
て
完
と
し
ま
す
。

新装なった橘診療所（昭和34年写）

　　　　仁田戸田千代さん提供
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青
年
会
が
主
体
で
行
事
が
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
（
1
5
日
・
高
原
田
）

　　　　、難．
雛譲藝、紐欝一

　
㎝
月
牽
四
田
、
十
五
團
は
．
　
繍
鳥

追
鱒
騰
や
閥
き
騨
の
神
』
な
ど
、
小

正
月
の
伝
統
行
事
を
塞
施
し
で
瞳
る

地
域
ば
、
少
な
く
あ
嬢
ま
せ
ん
。

　
羅
謹
じ
ぱ
、
雪
が
少
な
か
っ
た
た

め
瀬
、
　
霜
ぽ
ん
や
ら
洞
繕
謹
そ
は
見

場
薦
な
か
っ
た
も
の
の
、
あ
ち
蓬
ち

驚
鶏
さ
騨
の
神
賦
行
事
を
し
て
、
五

穀
豊
穣
・
無
病
怠
災
な
ど
を
祈
る
多

《
の
姿
が
見
ら
擬
叢
し
た
。

　
お
さ
騨
銭
を
子
供
た
ち
に
分
け
て

や
る
地
域
、
年
男
・
年
女
揮
主
体
で

準
備
を
ず
る
地
域
…
熟
地
域
に
よ

類
で
さ
讃
ざ
ま
な
形
の
勲
さ
糖
の
神
」

行
事
が
実
施
さ
れ
で
糖
ま
す
。
燃
え

労
や
垂
蚤
の
焼
け
方
な
ど
に
よ
る
、

護
畿
し
一
年
は
謹
愚
爵
わ
れ
濾
の
で

じ
滋
萎
か
。

こ
と
し
初
め
て
実
施
。
と
て
も
喜
ば

れ
ま
し
た
（
1
5
日
・
山
野
田
一
B
分
団
）

も
難
、

ん
　
　
舞

黛

綿
財

》勲

灘
欝

　　　　　　　翻　　　　縫礁驚　　　　　漁臨　　鱗　機
w鳩■r

麟驚

0

お
寺
さ
ん
か
ら
お
払
い
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
珍
し
い
お
さ
い
銭
入
れ
も

あ
り
ま
し
た
（
1
5
日
・
霜
条
）

「ことしも元気でケガのないように」と、あぶったスルメ
を食べてお祈りします（15日・上野）

神
官
か
ら
お
払
い
し
て
も
ら
い
、

こ
と
し
の
無
事
な
ど
を
お
願
い

し
ま
し
た
（
1
5
日
・
中
屋
敷
）

竹の中で温められたお神酒が、集まった
人たちにサービスされました（15日・赤谷）

お
さ
い
銭
を
子
供
た
ち
に
分
け
て

や
る
珍
し
い
風
習
が
あ
り
ま
す

　　　　　　脇

　　　　灘
　　　灘　　撒　灘鞭

　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
轍
欄

　
　
　
　
　
　
酬
蝉

　
　
　
　
　
　
　
曲

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
縄

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
4

（
1
5
日
・
仁
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪



鼻
圃
圖
團

圃
函
回
▽

新
刊
案
内

●
日
本
の
民
話
全
四
九
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
来
社
）

　
民
話
は
、
口
か
ら
口
へ
と
伝
え
ら

れ
て
き
た
も
の
で
す
。
炉
端
や
夜
な

べ
仕
事
の
手
を
動
か
し
な
が
ら
語
ら

れ
、
あ
る
い
は
旅
か
ら
旅
へ
の
行
商

人
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
て
き
た
も

の
で
す
．

　
こ
の
民
話
全
集
は
、
大
人
に
は
限

り
な
い
郷
愁
と
魂
の
ふ
る
さ
と
へ
誘

い
、
子
供
に
は
ゆ
た
か
な
夢
を
は
ぐ

く
ん
で
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
．
そ

の
ま
ま
読
ん
で
も
民
話
の
も
つ
、
民

衆
の
た
く
ま
し
い
生
命
力
と
英
知
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
民
話
の
特
色
の
第
一
は
、
津

軽
か
ら
沖
縄
ま
で
の
代
表
的
な
民
話

を
集
大
成
し
て
あ
る
こ
と
で
す
。
新

潟
版
は
、
佐
渡
と
二
巻
に
ま
と
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
佐
渡
は
民
話
の
宝

庫
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　
第
二
の
特
色
は
、
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
家
族
み
ん
な
で
親
し
め
る

よ
う
に
編
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

民
話
の
も
つ
素
朴
な
語
り
口
を
そ
の

ま
ま
生
か
し
て
あ
り
ま
す
。
各
地
方

の
言
葉
に
は
ル
ビ
が
つ
け
加
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
活
字
も
大
き
い
で
す
。

　
第
三
の
特
色
は
、
カ
ラ
ー
口
絵
と

随
所
に
さ
し
絵
が
入
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
素
朴
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
さ
し

絵
が
、
民
話
の
も
つ
幻
想
的
な
美
し

さ
を
ひ
き
た
て
て
く
れ
ま
す
。

　
一
話
の
語
り
が
五
分
、
長
い
の
で

も
十
分
以
内
で
語
り
終
わ
り
ま
す
。

　
語
り
口
調
を
生
か
し
て
読
み
き
か

せ
、
家
族
で
楽
し
み
ま
し
よ
う
。

効
率
よ
く
上
手
に
使
お
う

省
工
ネ
ル
ギ
ー
目
間

　
冬
将
軍
が
デ
ン
と
居
座
り
、
春
が

待
ち
遠
し
い
季
節
で
す
。
こ
の
時
期
、

家
庭
で
は
室
内
を
暖
め
る
ヒ
ー
タ
ー
、

こ
た
つ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
多
く
の

暖
房
機
器
が
フ
ル
回
転
。
私
た
ち
の

生
活
を
快
適
に
し
て
く
れ
ま
す
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
暖
房
機
器
の
ほ
と

ん
ど
は
石
油
、
天
然
ガ
ス
、
電
気
な

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
不
可
欠
だ

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
た
く
な
い
も
の

で
す
．

　
二
月
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」

で
す
。
貴
重
な
資
源
を
有
効
に
使
う

た
め
に
、
暮
ら
し
の
中
で
で
き
る
冬

の
省
エ
ネ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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　馨縫〈
千
手
小
学
校
ー

4・2・10⑫

2年目黒幸枝さん

4
年
井
上
冴
子
さ
ん

3年金井和也君

、縫

彰

6
年
平
野
彩
子
さ
ん

5
年
宮
　
怜
奈
さ
ん

（
三
月
号
は
上
野
小
学
校
で
す
）

1年たむらこういち君



国
民
年
金
の
保
険
料
は

　
　
課
税
所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

　
農
業
や
商
店
な
ど
の
自
営
業
や
サ

ー
ビ
ス
業
を
営
む
み
な
さ
ん
、
確
定

申
告
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
、
課
税
所
得
額
か
ら

差
し
引
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

三
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
一
年

間
に
納
め
た
保
険
料
で
す
。
自
分
の

保
険
料
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
分
の

保
険
料
を
あ
な
た
が
支
払
っ
た
場
合

で
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
二
月
十
七
日
か
ら
三

月
十
六
日
ま
で
実
施
さ

れ
る
所
得
税
の
確
定
申

告
の
際
は
、
忘
れ
ず
に

申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
三
年
の
保
険
料

の
額
は
、
表
の
と
お
り

で
す
．

　
な
お
、
納
め
た
金
額

が
わ
か
ら
な
い
方
は
、

　
　
　
　
費

　
　
　
　
有
線

●平成3年の保険料額

月
　
　
額

定
　
額

1月～3月 8，400円

4月～12月 9，000円

付加保険料 400円

年
　
　
額

定額保険料 106，200円

付加保険料 4，800円

定額＋付加 111，000円

新しい嘱託員……①
…一一…一一……一一…一一一…一一一一〔敬称略〕……

役
場
住
民
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
六
八
－
三
一
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
二

二
章
郎
三
策
治
作
郎
利
介
郎
一
正
博
一
治
雄
郎
信
勝

徳
五
完
一
正
米
一
直
之
太
励
　
利
正
行
一
重
義

　
　
正
　
　
　
　
　
　
力
正
　
　
　
　
　
　
新

鳥
藤
橋
品
村
津
木
辺
山
品
海
鳥
崎
巻
野
野
山
津
山
中

羽
佐
高
蔵
田
根
押
渡
西
水
小
羽
山
藤
秦
滋
本
根
丸
田

友
田
山
条
吉
野
町
田
田
領
岸
落
崎
辛
田
口
歩
田
深
原

原
　
　
　
　
新
新
根
　
ケ
　
　
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
町
平

伊
高
坪
霜
鶴
上
元
新
下
三
小
木
寺
塩
仁
野
四
原
根
下

明
平
美
次
春
夫
美
彦
進
子
誠
治
治
治
一
蔵
雄
一
雄
義

利
甚
恵
光
千
貞
由
雅
　
美
　
徳
寛
寅
忠
徳
菊
松
武
徳

　
　
　
　
　
　
　
真
　
　
登

水
木
口
極
中
崎
柳
田
水
野
多
野
水
田
山
下
鳥
水
多
藤

清
斎
樋
京
田
川
青
土
清
平
喜
平
清
太
丸
山
羽
清
喜
数

町
田
西
東
ト
町
宅
宅
町
兼
寺
町
町
町
町
町
敷
尾
島
立

輪
響
響
雑
蕪
難
木
沖

雪
お
ろ
し
の

際
の
ご
注
意

●
雪
お
ろ
し
の
時
に
電
線
に
雪

　
を
投
げ
当
て
な
い
で
く
だ
さ

　
い
。
停
電
の
原
因
と
な
り
ま

　
す
。

●
変
圧
器
や
電
線
に
触
れ
る
と

　
感
電
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
付
近
で
作
業
す
る
場
合
は
十

　
分
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

●
電
線
が
切
れ
て
道
路
に
落
ち

　
て
い
て
も
絶
対
に
さ
わ
ら
な

　
い
で
、
最
寄
り
の
東
北
電
力

　
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
　
　
盈
五
二
－
三
一
〇
七

働
き
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を

　
　
　
　
ー
定
時
制
・
通
信
制
課
程
生
徒
募
集
ー

　
働
き
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
定
時
制
・
通
信

制
課
程
の
生
徒
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

◆
募
集
し
て
い
る
学
校

　
定
時
制
　
県
内
の
公
立
高
等
学
校

　
　
　
　
十
七
校
・
二
十
一
学
級

　
通
信
制
　
新
潟
高
等
学
校
（
若
干
人
）

　
　
　
　
高
田
南
城
高
等
学
校
（
同
）

◆
応
募
資
格

　
・
平
成
四
年
三
月
に
中
学
校
も
し

　
く
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒

　
業
す
る
見
込
み
の
者

　
・
中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず

　
る
学
校
を
卒
業
し
た
者

　
・
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等

　
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

　
る
者

　
※
年
齢
・
性
別
は
間
い
ま
せ
ん
。

◆
願
書
の
提
出

　
次
の
期
間
に
応
募
す
る
学
校
へ

生徒募集をする学校

定時制課程

定
時
制
　
二
月
十
七
日
（
月
）
正

　
　
　
　
午
ま
で

　
通
信
制
　
二
月
二
十
日
（
木
）
～

　
　
　
　
四
月
十
日
（
金
）
午
後

　
　
　
　
四
時
ま
で

◆
学
力
検
査

　
・
定
時
制
課
程

　
　
三
月
十
七
日
（
火
）
国
語
・
数

　
学
・
英
語
・
社
会
・
理
科
に
つ
い

　
て
、
全
日
制
と
同
時
に
実
施
し
ま

　
す
。

　
・
通
信
制
課
程

　
　
実
施
し
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
・
出
願
手
続
き
…
…
出
身
中
学
校

　
・
学
習
内
容
な
ど
…
…
出
願
す
る

　
　
高
等
学
校

　
・
そ
の
他
…
…
県
教
育
庁
高
等
学

　
　
校
教
育
課
（
〒
蜘
　
新
潟
市
新

　
　
光
町
4
－
1
）

　
魯
〇
二
五
－
二
八
五
－
五
五
一
一
内
線
三
八
二
～
三

学　　校 学　　科 募集 募集
学級 定員

船　　江 普　　通 1 40

西新発田 普　　通 1 40

新発田南
（豊浦） 普　　通 1 40

五　　泉 商　　業 1 40

長岡西 普　　通 1 40
長岡工業 機　　械 1 40

栃　　尾 普　　通 2 80
三　　条 普　　通 1 40

燕工業 機　　械 1 40

小千谷 普　　通 1 40
小　　出 普　　通 1 40

六日町 普　　通 1 40

十日町 普　　通 1 40

柏　　崎 普　　通 1 40

高田南城 普　　通 1 40

県立計 16 640

市立高志 機　　械 1 40

市立明鏡 普　　通 3 120

商　　業 1 40

市立計 5 200

公立計 21 840

㊥4・2・10



叢
舞禁鰻

酔
き
葛
鞍
骸
骸
葛
犠
》
3
　

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

星
名
難
壽
由
マ
女
沖
立

き
捧
き

　
　
　
　
　
　
小
わ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畔
壇

◎
φ
太
田
寓
風
選

床
頭
に
万
両
残
し
退
院
す

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

雪
と
釆
て
雪
に
去
り
ゆ
き
郵
便
夫

　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

プ
リ
ム
ラ
の
縁
ど
り
の
彩
よ
し
と
見
る

　
　
　
　
　
八
王
子
市
田
中
　
ひ
さ

し
ん
と
し
て
広
き
伽
藍
や
神
の
留
守

　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

き
ら
き
ら
と
乾
き
し
雪
や
寒
の
入
り

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

ふ
ろ
ふ
き
に
く
も
る
眼
鏡
を
ふ
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

大
寒
の
月
中
天
に
雨
戸
繰
る

　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

雪
山
に
夜
明
け
の
月
の
残
り
け
り

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

物
音
の
遠
く
し
づ
ま
り
雪
降
る
夜

　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

寒
の
月
や
ど
り
し
軒
の
大
氷
柱

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

絵
馬
並
ぶ
宿
場
の
街
の
初
閻
魔

　
　
　
　
　
足
立
区
　
駒
形
頼
太

味
沁
み
し
骨
正
月
の
昆
布
巻

　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

　
　
　
と
も
こ
　
昇

高
橋
智
子
　

長
女
三
領

　
　
　
　
　
幸
　
子

井
川
黒
卜
弘
長
女
新
町
新
田

　
　
　
　
　
禾
　
子

、
　
だ
い
す
け
正
道
　
　
鉄
道

イ
野
塚
大
祐
テ
イ
子
長
男
ア
パ
ー
ト

根
津
邦
謬
レ
な
男
原
田

　
　
　
き
・
　
　
｝

半
身
を
乗
り
出
し
き
そ
う
カ
ル
タ
会

　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

粉
雪
の
空
に
舞
い
と
び
春
嵐

　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
　
詩
朗

着
ぶ
く
れ
て
押
さ
れ
電
車
の
人
と
な
る

　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

ふ
き
ん
干
し
ま
な
板
を
干
し
冬
日
和

　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

二
重
橋
日
の
丸
つ
づ
く
初
参
賀

　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

初
旅
や
孫
子
ら
の
住
む
南
国
へ

　
　
　
　
　
　
下
平
上
村
　
克
子

雪
の
夜
工
事
場
の
灯
の
明
々
と

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

白
梅
の
ほ
の
か
に
香
り
女
正
月

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

囲
い
木
の
根
元
に
ひ
そ
と
蕗
の
と
う

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

戸
間
口
の
霰
を
掃
い
て
客
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
上
野
　
渡
辺
　
　
朝

朝
講
の
薄
れ
に
細
き
寒
の
月

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
静
江

威
勢
よ
き
声
の
あ
が
り
し
節
季
市

　
　
　
　
　
　
上
野
　
星
名
　
春
子

一
輪
の
ほ
こ
ろ
ぶ
梅
を
た
の
し
み
て

　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

糸
撚
り
の
仕
事
は
か
ど
り
日
脚
の
ぶ

　
　
　
　
　
　
上
野
内
山
　
寛
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
＼
．
、
ノ

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

高
橋
　
弘
二
5
9
（
本

上
村
茂
雄
6
4
（
孝

山
家
　
清
作
6
5
（
本

増
田
正
一
郎
7
8
（
宏

山
田
千
代
野
8
2
（
和

　
　
　
　
　
　
霜
条

　
　
　
　
　
　
新
町

　
　
　
　
　
　
上
町

　
　
　
　
　
　
仁
田

　
　
　
　
　
中
屋
敷

　
　
　
　
　
　
元
町

　
　
　
　
　
　
三
領

　
　
　
　
　
　
原
田

　
　
　
　
　
　
高
倉

　
　
　
　
　
厚
木
市

　
　
　
　
　
　
野
口

　
　
　
　
　
　
新
町

　
　
　
　
　
　
仁
田

　
　
　
発
電
所
通
り

也一人夫人
）　）　）　）　）

仁室木元坪

田島落町山

冴
返
る
犬
の
遠
声
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
海
　
白
涛

し
み
透
る
鎮
守
の
鈴
や
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
山
　
向
山

元
朝
の
か
が
り
火
跡
の
ま
だ
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
願
似

初
泣
の
子
に
つ
れ
な
く
も
厨
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
田
　
専
治

一
人
居
の
友
へ
電
話
の
寒
見
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
藤
壮
一

冷
た
さ
の
中
一
輪
の
梅
ひ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
鉄
平

暖
冬
の
野
の
霧
立
ち
て
春
ら
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
た
か
し

初
場
所
の
相
撲
の
機
微
に
ひ
か
れ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
津
と
さ
子

初
場
所
の
土
俵
の
白
き
浪
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
木
　
和
人

あ
わ
雪
に
松
の
盆
栽
す
が
す
が
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
　
保
一

僅
か
な
る
日
向
に
猫
や
春
近
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
ト
ラ

節
分
の
豆
二
つ
三
つ
靴
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
川
　
　
亘

雪
国
や
暖
冬
の
夢
ふ
く
ら
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
鳥
　
美
穂

冬
休
み
習
字
の
け
い
こ
余
念
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
春
日
　
ぶ
ん

茎
ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
．
イ
，
ヤ
’
誓
．
，

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
昔
か
ら
”
百
薬
の

長
”
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
近
年
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
量
の

増
大
に
伴
い
、
肝
硬
変
や
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
も
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
と
上
手
に
付
き

合
う
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
点
を
心

が
け
ま
し
よ
う
。

　
　
ア
ル
コ
ー
ル
の
心
と
体
に

　
　
よ
い
飲
み
方
1
0
力
条

ω
　
楽
し
く
飲
も
う

の
　
ゆ
っ
く
り
飲
も
う

　
　
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
速
度
は
個

　
人
差
が
大
き
い
の
で
マ
イ
ペ
ー
ス

　
で
ゆ
っ
く
り
と
。

樹
　
食
べ
な
が
ら
飲
も
う

　
　
食
べ
な
が
ら
飲
む
こ
と
は
胃
壁

　
の
保
護
か
ら
も
、
栄
養
の
バ
ラ
ン

∫壕）無脅
　ご無用！．，　、、
　　　　　マ　　　　　　　ゆ　の
　　　　　　∂　　　璽
　1　．　　　　o
　　。6．N　ぎ
1　頓緬6

犠ミ㌧
へ肝磁

　
ス
の
点
か
ら
も
大
切
。

㈲
　
自
分
の
適
量
に
と
ど
め
よ
う

4・2・10魯

　
　
多
く
て
も
日
本
酒
な
ら
－
～
－
麗

　
合
、本

ウ
ィ
ス
藷
ー
掌
リ
ダ
ブ
ル
ー
～
囎

　
2
杯
以
内
に

　
　
睡
眠
薬
降
圧
剤
糖
尿
病
薬
螺

ー
週
に
2
日
は
”
休
肝
日
”

　（
人
に
酒
の
無
理
強
い
は
や
蒙
つ
臨

　　

（
薬
と
一
緒
に
警
な
い
　
騒

　7（　
な
ど
は
ぞ
の
作
用
が
増
強
さ
れ
、

　
重
篤
な
別
作
用
を
引
き
お
こ
す
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。

　
め
て
飲
も
う

　
　
強
い
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
、
肝

　
臓
、
す
い
臓
の
大
敵
。
ま
た
、
ロ

　
腔
ガ
ン
、
食
道
ガ
ン
の
発
生
が
多

　
く
な
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
う

　
　
年
に
一
回
は
肝
機
能
検
査
を
。

　
こ
の
検
査
は
老
人
保
健
法
に
基
づ

　
き
市
町
村
が
実
施
す
る
基
本
健
康

　
診
査
の
中
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
楽
し
も
う

ー
　
強
い
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
う
す

8（ー
　
肝
臓
な
ど
の
定
期
検
査
を
受
け

9（ー
　
「
丈
夫
で
長
持
ち
」
を
心
掛
け
て

01（


